

















または世界化』で，世界の創造 la création は「無カラ ex nihilo」なされ






p.51, p.55.) ．また表象 ― 代行 la représentation にも（神の）似姿





秘である (Nancy, p.57.) ．己自身において，己を自己原因として世界を世
界が創造する (Nancy, p.39.) ，世界創造はこの意味で「無カラ」なされる．
このような世界化の過程をナンシーは「革命」la révolution と呼ぶ

















ことを鑑みるならば (Nancy, p.18-30, p.41-43, p.61-62, etc.) ，「無カラノ創
造」を担う者とは，現在進行しつつある「グローバリゼーション」の過程






の関係もない (Nancy, p.42, p.46.) ，マルクスの語彙の継承において言わ
れる「トータルな人間」或いは「人類」の「尊厳」であると述べているか

































































理 ― 生態」を，「習慣 le habitus」とも言い換えている (Nancy, p.36,




リもまた『哲学とは何か』において「習慣 ― 持ち前 l’habitude」をスピ
ノザ的倫理 ― 生態と共外延的に理解しており，その拡がりは「人間」の




















































て記述されている，農民 ― 土地に携わる者たる兄カインによる，狩人 ―
動物に携わる者たる弟アベルの殺害の場面にそのことが示されている
(Derrida, p.293-294.) ．この場面において肉親の「殺し」を遂行したカイ
ンに向かって「戸口に蹲った」罪 ―― 人間に負債を与える「罪」―― が跳び
かかり，カインに「内面」あるいは「負債」を穿つことになるだろう．そ
のときカインは「神に対して」恥 ― 負い目の感情を覚える．なおデリダ










物のことを指しているのではないか，と推論している (Derrida, p.294.) ．
つまりここにおいて，ある意味では自明のことと見えるかもしれないが，
人間の領界においても人間は動物を開発 ― 利用 exploitation しているこ
とが示唆されている．ドゥルーズ／ガタリは『アンチ・エディプス』で
「神話は事態を描く機能をではなくその事態の条件を明らかにする機能を















































に接して動物は「自失 la stupeur」に陥るのに対し (Agamben, p.79.) ，人
間は「深い倦怠 tiefe Langeweile/l’ennnui profond」(Agamben, p.94.) に
おいて開けへと開かれる．ここに人間／動物の分節線が引かれる．「自失」







しないことにおいて，純粋な可能性 la possibilité 或いは潜勢態 la
puissance が開示される (Agamben, p.102-103.) ．それは宙吊りの状態であ
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り，非活性／非現勢態への滞留 rester inactif/Brachliegen である




化のために「空き ― 待ち disponible」の状態とみなすこと (Agamben,
p.80.) ．在るものを在るがままにすること，在るものを在るもの「として」
露わにすること．これが人間にとっての大地の本来性 la propriété de la
terre，或いはむしろ資本主義における「根源的蓄積」という暴力の一要因

























或いはむしろ囲い込むこと enclosure，円環 le cercle の創造である．ここ
で「名づけること nommer」は「数えること nombrer」に近接する．数
えること，集合によって円環の中に諸要素を「諸要素として」，すなわち






















れて prise いる．この行為に蜂が捕われる ― 支配 emprise され得るのは，





se mettre en regard (sich gegenüberstellen) を禁ずる」(Agamben, p.80.) ．
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養分の「目の前に自らを置く」こと，自由に処分可能なもの「として」そ










とされる．言い換えるならここで人間の自然に対する留保 la résérve は，



























状的に ―― 非対称的に，不可逆的に ―― なされているのだ．要素が同じで
あるからといって，そこにはひとつの集合しかないわけではない．無数の





ナンシーは「世界化」において土地 ― 地球は「分有 partage」として




うことなく各々の領土 la territoire 配分にしたがうような集合の作り方に
対応しているだろう．その限りにおいてナンシーの言う分有的な空間の分
割法 nomos は，ドゥルーズ／ガタリ的な動物たちの領土化の方法を指し











la justice」への要求であり，固有のもの le propre の特異な絶対性と諸実
存者の共同体の絶対的な非固有性へと同時に帰／返される rendue ものだ




































境界閾に Globalization と Mondialisation あるいは土地と大地 ― 地球
を交錯させ，さらに道徳と生態 ― 倫理の対質をも重合させる理論構成を













ぬ倒錯者 le pervers ―怪物 le monstre である．クロソウスキーはこのサ
ド的倒錯者を理性に内在する「逸脱」 l’anomalie とも呼んでおり












は類ではない (Deleuze, p.49.) ．存在は類でないがゆえにいかなるものに
対しても一義的に妥当するにもかかわらず，常識 ― 共通感覚 le sens
commun すなわち類比に則って彼の分類はなされている．この「常識」
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とする moraliser ことを望んだ」と述べており (Klossowski, p.23.) ，この











属さぬ不用の享楽 la jouissance inutile ，思考すること自体の恍惚 hors
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